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保険者 都道府県 厚生労働省

保険者 都道府県 厚生労働省

保険者

都道府県

・一般状況
・給付決定状況
（現物＋償還）

・一般状況
(認定者数等)
・給付決定状況
（現物＋償還）

国保中央会 （ 国保連合会）

保守サイト

従来

平成２６年６月月報～

１ システム運用の変更点

・一般状況
様式１～１の５
・給付決定状況
様式２～２の７
（現物＋償還）

・一般状況
様式１～１の５
・給付決定状況
様式２～２の７
（現物＋償還）

・一般状況
様式１～１の４、１の６
・給付決定状況
様式２～２の６、２の７
（償還）

・一般状況
様式１～１の４、１の６
・給付決定状況
様式２～２の６、２の７
（償還）

・一般状況
様式１の５、１の７
・給付決定状況
様式２～２の６
（現物+償還）

・一般状況
様式１の５、１の７
・給付決定状況
様式２～２の６
（現物+償還）

・一般状況
(受給者台帳)
・給付決定状況
（現物）

保険給付決定状況の現物分
のデータは、国保中央会（国保
連合会）から集めたデータをも
とに介護保険事業状況報告シ
ステム（国）で集計する。

保守サイトでは、認定者数等と、
現物分と償還分を合算した
データを、都道府県、保険者へ
毎月提供する。

国保中央会（国保連合会）から認定者数等（様式１の５、７）と現物給付実績（様式２～２の６）を集め、様式２～２の６につ
いては、都道府県経由で送られた償還払いと合算の上、保守サイトを利用して都道府県・保険者へ提供する。
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支払月 支払月翌月
支払月2か月後 支払月3か月後 支払月４か月後

月末 月初 １５日 ２５日 月末

国保連合会

保険者

都道府県

厚生労働省

現物

支払月 支払月翌月
支払月2か月後 支払月3か月後 支払月４か月後

月末 月初 １５日 ２５日 月末

保険者

都道府県

厚生労働省

国保中央会
(国保連合会)

現物+償還

償還

公表データ

償還

償還

認定者数等
現物＋償還

公表データ

従来

○ 報告スケジュールについて（月報）

現物＋償還

現物＋償還

現物＋償還

← 毎月１５日までに都道府県へ報告

← 手入力／介護ユーティリティ／独自システム

認定者数等
現物＋償還

← 毎月１５日までに都道府県へ報告

毎月２５日までに厚生労働省へ報告→

保守サイト

都道府県・保険者へ入力ミス等の最終確認を行っている為、公表データの作成が遅れている。

最終確認

国保中央会（国保連合会）から全国の保険者の集計データを収集し、公表データの作成を短縮する。

保険者は、一般状況と保険給付決定状況（償還分）のみを入力して報告する。

平成２６年６月月報～

受給者台帳
現物

← 全国の保険者の事業報告用の集計データを収集 （※個人情報は含まない）

認定者数等
現物

認定者数等
現物+償還

毎月２５日までに厚生労働省へ報告→
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６月 ７月
随時 翌年６月頃

月末 月初 中旬 月末

保険者

都道府県

厚生労働省

６月
７月

随時 12月末頃
月初 中旬 月末

保険者

都道府県

厚生労働省

現物+償還

公表データ

認定者数等

公表データ

従来

○ 報告スケジュールについて（年報）

現物＋償還

現物＋償還

現物＋償還

← ７月中旬までに都道府県へ報告

← ７月末までに厚生労働省へ報告

← ７月中旬までに都道府県へ報告

← ７月末までに厚生労働省へ報告

保守サイト

毎年7月末を締め切りとして厚生労働省へ報告後、様式別に数回に分けて最終確認を行うため翌年6月末頃に公表している。

最終確認

完成データをもとにするため報告データの精度向上が見込まれる。年報データの公表を12月末を目標とする。平成２６年度年報～

現物＋償還

← 国保中央会（国保連合会）からの毎月の月報データから 現物+償還

認定者数等

認定者数等 現物＋償還

現物＋償還

最終確認
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２ 都道府県の作業の変更点

【月報】
一般状況
様式１

保険者

従来

平成２６年6月月報～

【月報】
給付決定状況
様式２
（現物+償還）

報告

都道府県

取込
集計
エラーチェック

報告

厚生労働省

受信

ＣＳＶ
ＣＳＶ出力
機能

保険者

報告

都道府県

取込
集計
エラーチェック

報告

厚生労働省

受信

ＣＳＶ

ＣＳＶ出力
機能

保守サイトダウンロード

都道府県

【年報の完成データ】
一般状況
様式１の５、１の７

【月報】
・保険者から報告されたデータは、償還分のみとなるため保守サイトから現物＋償還分のデータ（完成データ）をダウンロードする。
・ダウンロードしたデータは、取込、集計、エラーチェック済みの状態である。
【年報】
・年報の給付決定状況（様式２）の報告については、作業の変更点はない。
・年報の完成データについては、様式１の５、様式１の７ のみ。

【月報】
一般状況
様式１

【月報】
給付決定状況
様式２
（現物+償還）

【月報】
一般状況
様式１～１の４、６
様式２の７

【月報】
給付決定状況
様式２～２の６
（償還）

【月報】
給付決定状況
様式２～２の６
（償還）

【月報の完成データ】
一般状況
様式１の５、１の７
給付決定状況
様式２
（現物+償還）

国保中央会

（ 国保連合会）

【月報】
一般状況
様式１～１の４、６
様式２の７
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保守サイトからの完成データの取り込み操作イメージ （都道府県）

ダウンロード

（自己解凍型圧縮ファイル）
拡張子：exe

①保守サイトの月報年報の還元データページに移動。 ②データ登録する年月のリンクから自己解凍形式の圧縮ファイルをダウンロード。

③都道府県システムを運用しているＰＣでダウンロードしたファイルを実行。 ④従来通り都道府県システムでデータを管理可能。

都道府県をクリック。

ダウンロードする年月をクリック。

新しいグループとして表示。

ＣＳＶデータ印刷やＣＳＶ出力なども従来通り可能。
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３（１） 保険者の作業の変更点 （月報）

【月報】
一般状況
様式１

保険者

従来

平成２６年6月月報～

【月報】
給付決定状況
様式２
（現物＋償還）

入力

入力

【月報の完成データ】
一般状況
様式１の５、１の７
給付決定状況
様式２
（現物＋償還）

保守サイト

報告

都道府県

保険者 入力

入力

報告

都道府県

・給付決定状況の様式２～２の６は、償還払い分のみを入力し、都道府県へ報告する。
・給付決定状況の様式２～２の６の現物＋償還分のデータ（完成データ）は、保守サイトから毎月ダウンロードする 。
・ ・ダウンロードしたデータは、取込、集計、エラーチェック済みの状態であり、都道府県への報告は不要である。

ダウンロード

【月報】
一般状況
様式１～１の４、６
様式２の７

【月報】
給付決定状況
様式２～２の６
（償還）



7

３（２）保険者の作業の変更点 （年報）

【年報】
一般状況
様式１

保険者

従来

平成２６年度年報～

【年報】
給付決定状況
様式２
（現物＋償還）

保守サイト

報告

都道府県

・年報の給付決定状況（様式２）は、保守サイトからダウンロードした月報完成データから集計する。
・集計したデータが、年報の数字と一致しない場合は、従来通り出納調整分として入力し、再集計を行う。
・年報の完成データは、様式１の５、様式１の７ のみであり、都道府県への報告は不要である。

【月報】
一般状況
様式１

【月報】
給付決定状況
様式２
（現物＋償還）

保険者
【年報】
給付決定状況
様式２
（現物＋償還）

報告

都道府県

【月報完成データ】
給付決定状況
様式２
（現物＋償還）

集計・調整

入力

入力

入力

【年報完成データ】
一般状況
様式１の５、１の７

【年報】
一般状況
様式１～１の４、６
様式２の７、８
様式３、４

集計・調整

【年報】
一般状況
様式１～１の４、６
様式２の７、８
様式３、４
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保守サイトからの完成データの取り込み操作イメージ （保険者）

ダウンロード

（自己解凍型圧縮ファイル）
拡張子：ame

①保守サイトの月報年報の還元データページに移動。 ②データ登録する月のリンクから自己解凍形式の圧縮ファイルをダウンロード。

③保険者システムを運用しているＰＣでダウンロードしたファイルを実行。 ④従来通り保険者システムでデータを管理可能。

都道府県の年度をクリック。

ダウンロードする月をクリック。

新しいグループとして登録。
印刷なども従来通り可能。

データは入力済みの状態。


